平成○○年度



第２学年　年間指導計画（例）


○○中学校
	学校の教育目標　１.自ら考え進んで行動する。　２.互いに理解し助け合う。　３.よく学び美しい心を養う。

	学年の重点項目　･生徒相互が理解し信頼し合う態度を養う。　･責任をもってやりぬく態度を養う｡　･自他の生命を大切にする態度を養う。


	月
	主題名
	資料名
	内容項目
	ねらい
	主な発問(◎は中心発問)
	関連項目
	心のノート
	各教科
	総合／特活

	4
	自分を変える　　　　　　
	１　自分を変えてみませんか
	１－(１) 
	今までの生活を振り返るとともに，新しい習慣を獲得し，充実した生活を送っていこうとする態度を育てる。
	○なぜ，筆者は悪い習慣を改善することができなかったのか。
○「いつの間にか自分の性格が変わってきた」とあるが，変わってきた原因は何か。
◎「自分の中にいる新しい友だち」とは，いったい何のことか。また，うまく付き合うにはどうしたらよいか。
	１－(２)
１－(３) 
	p.18-21
	　
	体験活動などにおける自主的な活動／学級活動（学級や学校の生活の充実と向上）

	
	一歩前進しようとする意志
	２　心の糧
	１－(２)
	目標をもって日々意欲的に日常生活を送り，自他ともに正しく生きられるよう努力し，生きることへの希望をはぐくむ。

	○「今日こそ一歩前進してやろう」というものがあるとすれば，どんなこと想像をするか。
○一歩前進するために，心がけていることはどんなことか。そのときに「苦しい」と感じることはあるか。
◎筆者の問いかけの中で，「これならやってみよう」と，思えることは何か。
	２－(４)
２－(５)
３－(３)　
	p.22-25
	全般
	学級活動　部活動

	
	命をいつくしむ
	３　最後のパートナー
	３－(１)
	命がかけがえのないものであることを理解し，自他の命を尊重する心を育て態度で表すことができるようにする。
	○もうすぐ死ぬとわかっている犬をなぜ預かるのだろうか。
○詩を読んで，筆者のどんな気持ちが伝わってきたか。
◎「もう，やめよう。」と悩んでいた筆者が，ボランティアを続けていこうと思った理由は何か。
	２－(２)
４－(５)
	p.72-75
	保健体育
理科（生命に関する授業）
	職業調べ　職場体験　ボランティア活動

	5
	心を形に
	４　あいさつはことばのスキンシップ
	２－(１)
	時と場合に応じ，礼儀の心を形に表すことができる。また礼儀は，相手を尊重する精神の現れであることに気付かせる。
	○「わたし」は，どうして職場体験に積極的になれなかったのか。
○店長さんに呼ばれたときに「わたし」は，どうして「何か怒られることをしたかな」と思ったのか。
◎店長さんが，職場体験学習に来た２人に伝えたかったのは，どんな思いか。
○お客さんに「ありがとう」と言われて，じわっとうれしさがこみあげてきた「わたし」は，どんなことを感じたのか。
	２－(２)
２－(６)
４－(５)
	p.44-47
	　
	職場訪問（職業調べ）　職場体験活動　福祉体験活動

	
	家族のつながり
	５　母の魔法
	４－(６)
	子どもの成長を願う無私の親の愛に気付き，家族の温かい信頼関係を築こうとする態度を育てる。
	○調理実習での出来事を母に話していたとき，筆者はどうして涙が出てきたのだろうか。
○母の焼いてくれたオムレツは，どうして夢のようにおいしかったのだろうか。
◎母と料理していたころを思い出して，筆者はどんなことを考えているのだろうか。
	２－(２)
２－(６)
４－(４)
	p.112-115
	家庭（家族と家庭生活）
社会（公民的分野：個人と社会生活）
	身近な人々の職業調べ

	
	温かい心
	６　ある車中でのこと
	２－(２)
	他の人とのかかわりの中で，自分の中の温かい気持ちに気付かせ高めるとともに，温かい人間愛に強く賛同し，行動できる心を育てる。
	○この車両に乗り合わせた人は，どう思ったか。
○サラリーマンや学生は，どんな気持ちで行動したのか。
○困っている父親を見て，どう思うか。
○もし，サラリーマンや学生がくさいのをがまんしてここにいたら，どう思ったか。
◎筆者や老人や中年の紳士のように少しでも手助けした人や，積極的に手伝った娘の気持ちと，逃げた人の気持ちとはどう違うか。
	４－(２)
	p.48-51
	　
	福祉・健康にかかわる諸活動

	6
	磨き合う学級
	７　できること，できないこと，そして接し方
	４－(４) 
	集団の一員として，自分の役割や責任を自覚し，互いに協力し合って，集団生活の向上に努める。
	○三つの種目を試したＡ子の様子から，Ａ子のできること，できないことはどんなことだろうか。
○自分だったら，三つの種目のうち学年種目としてどれを選ぶか。
○「こんなふうな気持ちで接することができればいいのか」と筆者は気付いたが，「こんなふうな気持ち」とはどんな気持ちなのか。
◎筆者たちが三十九人四十脚に挑戦することに決めたのはどうしてか。
	２－(２)
２－(５)
	p.104-107
	　
	障害者のことを理解する学習／体育大会などの学級集団で取り組む行事や活動

	
	真の友情
	８　ライバル
	２－(３) 
	人間の心の弱さや醜さを認め，友達どうしそれらを乗り越えて，友情を確かなものに育てていく態度を養う。
	○康夫が病気で入院したとき，啓介が「ほっと」した気持ちになったのは，どうしてか。
○啓介は何に苦しんでいるのか，なぜ見舞いに行けないのか。
○康夫は，どんな気持ちで入院生活を送っていたのだろうか。
◎啓介の見舞いをうけた後，康夫の気持ちはどのように動いたのか。
○二人の関係はどうなっていくと思うか。
	３－(３)
	p.52-55
	　
	体験活動での仲間とのかかわり／係活動や部活動

	
	社会の秩序
	９　規則があなたを守る
	４－(１) 
	「法やきまり」の意義を理解するとともに，自他の権利を重んじ，社会の秩序を高めていこうとする態度を養う。
	○「法やきまり」は何のためにあるのか。
◎多くの人が「法やきまり」を守らないからといって，わたしたちがきまりを破ってもいいのか。
○「法やきまり」はなぜ守られなければならないのか。
○「法やきまり」を守ることの意味はどこにあるか。
	３－(３)
４－(２)
	p.92-95
	社会（公民的分野：個人と社会生活）
	人権宣言／人権作文　校則について　弁論大会

	
	切りひらく人生
	10　ウィニング・パス
(CD)
	１－(３) 
	自律の精神を重んじ，自主的に考え，誠実に実行して結果に責任をもつ態度を育てる。
	○自分の身体が不自由だった体験はないか。
○健太が失禁してしまい学級は騒然とするが，あなたならどういう気持ちからどういう態度をとるか。
◎教室の「障害者だから甘えている」という声と，正の「甘えている」という指摘。二人の考えや行動の違いについて考える。
○正にとってもリスクがあるのに，なぜ正は面と向かって指摘したのか。
○悩んでいる健太に，あなたならどうするか。
	２－(２)
２－(３)
３－(３)
４－(２)
４－(３)
	p.26-29
	社会（公民的分野：個人の尊厳と人権の尊重）
	福祉　ボランティア活動／学級活動

	7
	一人ひとりの行動から
	11　智也が調べた「打ち水大作戦」
	４－(２) 
	自他ともによりよく生きようとする自覚を育て，互いに協力し，よりよい社会の実現へ向けて努力する態度を育てる。
	○登場人物はどんな人か確認する。
○主人公と智也は，総合的な学習の時間でどんな取り組みをしようと考えたか。二人の違いはどんなところにあるか。
○資料の続きがあるとすれば，どのような展開になるか予想してみよう。
◎温暖化を防ごうと，智也が実践した行動と，「打ち大水作戦」に参加した人たちの心に共通する思いは，どんなことだろう。
	３－(２)
４－(５)
	p.98-99
	理科（第2分野：自然と人間）
社会（公民的分野：地球環境を考える）
	環境に関する学習／学校行事

	
	自然への畏敬
	12　樹齢七千年の杉
	３－(２) 
	自然のもつ気高さや神秘性に気付き，人間の力を超えたものに対する畏敬の念を深め，豊かな心を育てる。
	○樹齢七千年の杉のことを聞いた筆者は，どう思ったのか。
○「七千年の命」ということから，筆者はどんなことを思ったのか。
◎筆者は，「縄文杉」を見てどんなところがすばらしいと思ったのだろうか。
○自然の美しさや偉大さに接したとき，わたしたちはどんな気持ちになるのだろうか。
	１－(５)
３－(１)
	p.76-79
	理科（第2分野：植物の生活と種類，自然と人間）
	ボランティア活動　校外学習　環境に関する学習全般

	9
	ふるさとを守る
	13　わがふるさとを守る生徒会
	４－(８) 
	地域社会の一員として郷土を愛し，自分たちでできる取り組みから，郷土を守り大切にしようとする心情を育てる。
	○生徒会では，どんな思いで毎年清掃活動を続けてきたのだろう。
○二学期の清掃活動のあと，壊された立て札や破れたポスターを見た人たちは，どんな気持ちだったのか。
○みなさんが代表委員会のメンバーなら，どんな意見を言うだろうか。
◎筆者たちが新しい気持ちになって，生徒会の取り組みを続けていこうと思ったのはなぜか。
	１－(３)
３－(２)
４－(２)
	p.120-123
	　
	生徒会活動　学校行事（勤労・奉仕的行事）　自然体験やボランティア活動

	
	健康な生活
	14　おばあちゃんのみそ汁
	１－(１)
	望ましい生活習慣を身に付け，進んで心身の健康の増進を図ろうとする態度を育てる。
	○母から夏休みに祖母の家に行くように言われた加奈は，どんな気持ちだっただろうか。
○食事の大切さを祖母から言われたとき，加奈はなぜドキッとしたのだろうか。
◎祖母の家で過ごした夏休みは，加奈にどんな変化をもたらしたのだろうか。
	２－(６)
４－(６)
	p.18-21
	家庭（調理実習など）
	食育

	
	人類の福祉
	15　あふれる愛
(CD)
	４－(10) 
	人間尊重の精神を基盤とし，国や民族を超えた深い人間理解によって，人類の幸福をめざして，その実現を図ろうとする態度を養う。
	○瀕死の老婆を必死にかかえて病院に急ぐマザー・テレサの気持ちを想像する。
○診療を拒む院長に向かって，なぜマザー・テレサはそんなに強く抗議できるのか。
◎「人間にとってもっとも悲しむべきことは，……自分はこの世に不要な人間なのだと思いこむことだ。」と訴える，マザー・テレサの思いについて考えてみよう。
○マザー・テレサが「死を待つ人の家」をつくろうと決心したのはなぜか。
○マザー・テレサはどうしてインドの人々のために献身できるのか。
	２－(５)
	p.128-129
	　
	国際理解教育　福祉・健康

	
	他に学ぶ
	16　マザー・テレサのパスポート
	２－(５) 
	互いの立場を尊重し，様々な見方や考え方があることを認めながら，他を受け入れる寛容さと他に学ぶ広い心をもつ。
	○マザー・テレサが自分を紹介する手紙を読んでいるあいだ，沖さんはどんな思いでいたのか。
○沖さんは，マザー・テレサに「あなたが考えるヒューマニズムはわかりません」と言われたとき，どんな気持ちだったか。
◎沖さんは，マザー・テレサのパスポートをどんな思いで受け取ったのだろう。
○沖さんは，マザー・テレサのどんな点をすばらしいと理解できるようになったのか。
	２－(１)　
２－(２)
２－(３)
	p.60-63
	　
	福祉・健康の体験的活動

	10
	自他への配慮
	17　自分，相手，第三者
	４－(２) 
	自己中心的で自分勝手な言動をおさえるとともに，社会の一員である自覚を深め，よりよい社会の実現に努める。
	○携帯電話の便利なところはどんなところか。
○なぜ，電車やバスの中では，携帯電話を使用しないように呼びかけているのか。
◎わたしたちの身の回りで，第三者のことを忘れた行いはないだろうか。
	２－(２)
４－(１)
４－(４)
	p.96-99
	　
	職場体験学習／学校行事（修学旅行，社会科見学）

	
	学校の一員として
	18　ステンドグラスの輝き
	４－(７) 
	学級や学校の一員としての自覚をもち，協力してよりよい学級や学校にするように努力する。
	○筆者は，どんな気持ちで制作実行委員をやっているのだろうか。
○Ａ君が下絵の一部を切り裂いたとき，筆者はどんな気持ちだったのか。
◎文化祭当日に発表された自分たちの学級の作品を見て，筆者はどんな気持ちだったのか。
○筆者の体験や思いを通して，学級，学校の中での自分の役割について考える。
	４－(４)
	p.106
p.118-119
	　
	学級活動　学校行事（文化的行事）　体験学習

	
	尊い生命
	19　体験ナースをとおして
	３－(１) 
	体験ナースの活動によって生きることの喜びを見いだした筆者に共感させ，生命の尊厳，かけがえのない自他の生命を尊重する心情を培う。
	○体験ナースで生まれたばかりの赤ちゃんを見て，筆者はどんな気持ちだったのか。
○おなかの大きな妊婦さんの様子を見て，筆者はどのように感じたか。
○母から自分の誕生の様子を聞いたときの，筆者の気持ちはどうだったか。
◎生命の尊さをしみじみ思う筆者は，どんな気持ちだろうか。
○生命の不思議さについて，自分の生き方を振り返りながら考える。
	２－(５)
４－(６)
	p.72-73
p.84-85
	　
	ボランティア活動　職場体験と関連付けた指導

	
	自己を見つめる
	20　「自分」ってなんだろう
	１－(５)
	人にはそれぞれ必ず固有のよさがある。その発見に努め，自己受容・自己理解を深め，充実した生き方を求める態度を養う。
	○「自信は得るもの？」で，シッタカブッタはなぜ，お金持ちになることや有名になることなどで自信がつくと思っていたのか。
○シッタカブッタは「自分の中に自信があった」と言っているが，どんなことに気付いたのか。
◎自分に自信をもつということはどのようなことか。
○自分の個性を大切に，充実して生きるとは，どのようなことか。
	１－(２)
１－(４)
	p.34-37
	　
	係活動　進路指導

	11
	法の精神
	21　かってに使ってだいじょうぶ？
	４－(１)
	社会の秩序と規律を維持するために法やきまりがあることを知り,それらを守る自覚と態度を養う。
	○「著作権法」とはどんな法律か，マンガを読んでわかったことは何か。
◎著作権法はなぜあるのだろうか，それはどんな人たちのどのような権利や利益を守っているのだろうか。
○このほかに，「日常生活で何気なく行っていることで，他人の権利や利益を侵害していること」にはどんなものがあるか。
○社会の中でどうしたらお互いの暮らしが尊重されていくか考える。
	４－(２)
	p.92-95
	社会（公民的分野）
	学校行事

	
	善意に感謝する心
	22　夜のくだもの屋
	２－(６)
	他の人の善意や支えによって，今の自分があることに気付き，素直に感謝する態度を育てる。
	○くだもの屋さんのあかりは，少女にとってどのような存在であっただろうか。
○くだもの屋さんのハミングを聞いて，少女はどんなことに気付いたのだろうか。
◎くだもの屋さんの思いやりを知ったとき，少女はどんな気持ちだっただろうか。
	２－(２)
４－(２)
４－(８)
	p.64-67
	保健体育（人とのかかわり）
	ボランティア活動　卒業式

	
	勇気をもって
	23　小さな勇気こそ
(CD)
	１－(２)
	より高い目標をめざし，勇気をもって，欲望や困難にうち勝つ，着実にやりぬく強い意志を育てる。
	◎自分が「小さな悪魔」の誘惑に負けてしまったことはないか考える。
○「小さな勇気」とはどんなものか。
○どうして「小さな勇気」が大切なのか。
	３－(３)
	p.22-25
	　
	学級活動（個人としての在り方，将来の生き方）

	
	ボランティアの心
	24　ボランティアから学んだこと
	４－(５) 
	勤労の尊さや意義を理解し，奉仕の精神をもって，公共の福祉と社会の発展に努めることができるようにする。
	○筆者がボランティア活動をする中で，つらいと思ったことは何だろう。
◎筆者がボランティア活動をやってよかったと思ったのはなぜだろう。
○自分にできるボランティア活動には何があるだろうか。
	４－(２)
	p.99
p.108-111
	　
	奉仕的な学校行事　働く意義

	12
	生きがいを求めて
	25　悲願のりんご
	１－(４) 
	困難に負けない生き方に学び，理想の生き方について考え，自己の人生を切り拓こうとする心情を育てる。
	○主人公の「りんご」作りにはどんな意味があったのか。
◎主人公が「ふじ」と出会い，「寄せ接ぎ」技術や枝を無償で広めたのはどうしてか。
○自分の将来について，理想とする生き方や将来の目標と，その実現に向けてどんな努力が必要か考える。
	１－(２)
	p.30-33
	社会（地理的分野：日本の地理・産業）
理科（第2分野：植物の生活と種類）
	　

	
	人間を愛する心
	26　足袋の季節
(CD)
	３－(３)
	人間はだれでも弱さや醜さをもつと同時に強さや気高さを合わせもつ存在であることの自覚と共感を深め，人間を愛する心を育てる。
	○主人公はどのような生活状況であったか想像しよう。
○おばあさんがお金を間違えているのを知っておきながら，「うん」とうなずいてしまった主人公の気持ちを深く考えてみよう。
○おばあさんが「ふんばりなさいよ。」とお金を握らせてくれたときの主人公の気持ちを深く考えてみよう。
◎おばあさんの死と向き合ったときの主人公は，なぜ無性に自分に腹が立ったのかを考えてみよう。
○おばあさんが教えてくれたものを考えよう。
	１－(２)
２－(２)２－(５)
	p.80-83
	　
	学級活動（個人としての在り方，話し合い活動）

	
	日本人の心
	27　包む
	４－(９) 
	日本のすぐれた伝統や文化についての理解を深め，その価値を継承し新たな文化を創造していこうとする態度を養う。
	○ビニール袋の普及により「ふろしき」が使われなくなったことについて，どう思うか。
○なぜわたしたちは，外国のものばかりにあこがれるのか。
◎日本人が「包む」という文化を大切に考えてきたのはなぜだろうか。
○「日本文化のよさ」にはどのようなものがあるか考える。
	２－(１)
	p.126-127
	　
	地域（地元）の伝統工芸体験学習　職業調べ　進路学習

	1
	礼儀の心
	28　「いき」な江戸しぐさ
	２－(１)
	礼儀の意義を理解し，互いの人格を尊重し，時と場に応じた適切な言動がとれるようにする。
	○あいさつなどの礼儀はなぜ必要なのだろうか。
○「江戸しぐさ」がきちんとこなせれば，世の中が平和になると言われたのはどうしてか。
○「江戸しぐさ」における基本的な考え方を知ろう。
○実際に「江戸しぐさ」を行ってみよう。
◎「江戸しぐさ」に共通している考え方はどのようなことだろうか。
○時と場に応じた適切な言動がとれるようになるために，大切なことは何だろう。
	２－(２)
４－(１)
４－(２)
	p.44-47
	　
	学級活動・生徒会活動での学級や学校におけるルールとマナー

	
	家族のきずな
	29　きいちゃん
(CD)
	４－(６)
	自分が在るのは，かけがえのない子として深い愛情で育てられたからであると気付き，家族の一員としての自覚と態度を養う。
	○きいちゃんは，なぜ「生まれてこなければよかったのに……。」と言ったのだろう。
○きいちゃんは，どんな気持ちでゆかたをぬい続けたのだろう。
◎きいちゃんが「生んでくれてありがとう。」と話したのは，なぜだろう。
○あなたが，家族だからこそ大切にしていきたいと思うものは何か。
	３－(１)
３－(３)
	p.112-115
	家庭（家族と家庭生活）
	　

	
	かけがえのない命
	30　ゆうへ ～生きていてくれてありがとう
	３－(１) 
	生命の尊さを理解し，様々な命のつながりに目を向け，自他の生命を大切にする態度を育てる。
	○大きな地震の揺れにあった筆者やゆうちゃんの驚きはどんなものだっただろう。
○必死にしょうくんを助け出そうとする筆者の思いはどんなものだっただろう。
◎しょうくんが助からないと知ったときの筆者の気持ちはどうだったのか。そのときの悲しみについてじっと見つめてみよう。
	２－(２) 
３－(３)
	p.78-79，
p.72-75
	理科（第2分野：大地の変化）
社会（公民的分野：人類の福祉の増大）
	安全指導や防災訓練

	2
	異性理解
	31　恋する涙
	２－(４) 
	思春期における異性観について考え，異性に対する理解を深めるとともに，互いに尊重し合う心情と態度を育てる。
	○友だちから打ちあけられた筆者が，同時に乗りこえなければならないふたつのこととは何か。
○筆者の○○くんへの思いが「潮がひくようにさめてしまった」のはなぜか。
◎筆者はどんな気持ちで「恋はステキな冒険のようなもの」と言っているのか。
○異性を意識する心や好ましい人間関係について考える。
	１－(５)
	p.56-59
	保健体育（性とどう向き合うか）
	　

	
	自立する力
	32　自立をたすけた手紙
	１－(３)
	人間としての自己の尊厳に気付き，自主的に考え判断し，望ましい行動をとろうとするとともに，自ら向上しようとする態度を養う。
	○Ｂ君はどんな気持ちを込めて「かなしかったん」と書いたのか。
○Ｂ君が「人の言うこときいたり」「わらわしたり」して「かなしかったことをぶっとばして」いこうとしたのは，彼のどんな気持ちからなのか。
◎「自分をそのおうえんにかけてみろ」という言葉には，Ｂ君のどんな願いがあるのだろうか。
○この話を通して何を感じ，何を考えたか。
	２－(３)
	p.26-29
	　
	学級活動（個人としての在り方，将来の生き方）

	
	人間愛
	33　地図のある手紙
(CD)
	２－(２) 
	温かい人間愛の精神を深め，他の人々の存在を思いやり，豊かな心で人に接することができるようにする。
	○一郎からの手紙を見つけた源さんは，どのような気持ちになったのだろうか。
○「圭治さんよ，おれがかわりに読むでなあ」と手紙を手に取る源さんは，どんな気持ちであったか。
◎源さんは，一郎にどのようなかかわりを願い，期待しているのだろうか。
○思いやりのある態度について，どんなイメージを描いているか。
	１－(３)
	p.48-51
	　
	職業調べにかかわる体験的な活動／ボランティア活動　奉仕的な学校行事　学級活動

	3
	誇りある生き方
	34　良心のたたかい
	３－(３) 
	人はだれでも弱さをもっているものであるが，その弱さを克服し，良心に従い誇りある生き方をしようとする心情を育てる。
	○ジャベル警視に告発された主人公は，どんな気持ちだっただろうか。
○別のジャン＝バルジャンが現れてジャベル警視が辞任しようとしたとき，ジャン＝バルジャンはどんな気持ちだっただろうか。
◎迷った末，裁判所で真実を証言した主人公はどんな気持ちだっただろうか。
○裁判官は，なぜ主人公を捕らえようとしなかったのか。
	４－(１)
	p.80-83
	　
	学級活動（個人としての在り方，将来の生き方）

	
	正義をつらぬく
	35　ガンジー
	４－(３) 
	正義を重んじ，差別や偏見のない公正な集団や社会の実現に向けて，進んで努力しようとする態度をはぐくむ。
	○当時のインド人が置かれていた状況はどんなものだったか。また，インド人はどのような思いでいたのか。
○インド人を救うためにガンジーはどんな活動を行ったのか。
◎ガンジーのどんな気持ちが，彼らの活動を支えたのか。
○正義の実現にとって大切なことは何か。
	１－(４)
	p.100-103
	社会（歴史的分野：第二次世界大戦後の世界の動き）
	学級活動（生活の充実と向上，社会の一員としての自覚）


